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知山線脱線事故やＢＳＥなど身近な例を挙げなが

ら、思い込みで考えることなく事実を直視する

ことの重要さを説きつつ、安全の保証度と安心

度との関係について見解を述べられた。科学的

合理性に基づく専門家による安全管理に加え

て、今後は社会的合理性に基づく生活者が尚ら

考える安心管理を考えるべきとの提言は、大変

わかり易くまた興味深いものであった。

続いて、日本学術会議安全工学専門委員会委

員長など多くの安全技術関連のリーダーとして

御活躍の向殿政男明治大学教授から、「安全・

安心社会の実現に向けた階層型製品安全規格の

提案｜と題して、安全規格の具体的なモデル提

案があった。機械安全を例に、全ての製I鼎Iに共

通な基本概念、設計原則を扱う「基本安全規

格｣、広範囲の機械類で利用できる「グループ

安全規格｣、特定の機械に対する「個別機械安

全規格」の３階層で体系化するとの提案であっ

た。最後に、「安全は価値を生む」「安全はブ

ランド」であるなど、これまでにない新しい観

点を示された。

２番目の講演は、ｌＳＯＴＣ/176日本代表や日本

品質管理学会会長を歴任された久米均111央大学

教授による「安全分野における標準化の意義と

役割」で、世界が標準化を進めてきた中でどの
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向殿政男会員

平成17年１０月ｌ７Ｈ午後１時より、口本工業

’倶楽部にて、上記シンポジウムが開'催された。

本シンポジウムは、安全・安心に注目が集まる

昨今、製品安全４法など法律に基づく技術基準

のみならず、民間の自主的な安全対策を促進す

る仕組みが必要との考えのもと、広く有識者、

関係者による意見交換を行うことを目的とし

て、経済産業省と（社）｜|本工学アカデミーの

共催により開催されたものである。

当日は、あいにくの雨模様にもかかわらず、

予想をはるかに超える220名超の参加者があっ

た。日本工学アカデミー専務理事隈部英一氏

の総合司会により、基調講演と４件の講演、さ

らにはパネル討論と、４時間半に亘るにI熱した

議論が繰り広げられた。

冒頭、講演に先立ち、経済産業省消費経済部

長の谷みどり氏より、開催趣旨説明があり、高

齢・少子社会、国際社会における安全性の重要

性、行政、司法と共に企業の社会的責任、市場

原理の利用の観点から制度設計を考えたいとの

問題提起があった。

シンポジウムは、安全学の第一人者、村上陽

一郎国際基督教大学大学院教授による「安全管

理について」と題する基調講演で始まった。リ

スクとは何かを再考するところから始まり、福

久米均会員
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の期待を述べられた。誤使用の情報収集を基

に創造力を活かした未然防止を訴えた。東芝

電機サービス㈱技術管理部参事の瀧田正人氏

は、業界でのこれまでのヒューマンエラー対

策などを紹介し、設備設計や管理からの取り

組みの重要性、暗黙知を形式知とすることの

必要性を説いた。㈱日立製作所理事の福山裕

幸氏は、社内の安全活動が製品環境規制と家

電製品のPL対応に対して、どのような取り組

み、活動をしてきたかを紹介した。

その後、向殿先生の巧みな司会のもとで、

パネル討論が始まった。その巾で、消費者、

ユーザの参加が重要であること、安全を価値

と考えて会社のエースを投入する姿勢、短期

でなく中長期的な視野で優秀な安全技術者を

育てる必要性、安全ファンドなどの市場原理

を積極的に導入する意義などが議論された。

最後に、経済産業省の谷部長より、討論全

体を振り返り、今後取り組むべき点を（１）生

活者の視点の重要性、（２）企業経営の考え方

の変化、（３）製品安全を推進するために必要

な方策、の３点に整理・提言され、４時間を

超える白熱した講演・討論に幕が下ろされた。

大盛況に終わった本シンポジウムだが、事

前の予想をはるかに超える参加申込みに対し、

会場の都合で80名近い方々の申込みをお断り

せざるを得なかったことだけが心残りである。

貴重な御提言をいただいた講師、パネリスト

の方々にはこの場をお借りして深く御礼申し

上げたい。
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福山裕幸氏瀧田正人氏

ような問題が起こり、どのような対応がなさ

れてきたのかを、具体的な例を示しながら御

紹介いただいた。特に標準・規格から安全問

題を眺め、消費者よりも企業サイドの立場で

規制が行われてきた感があるとの御指摘があ

った。

３番'二|の（株）グツドバンカー代表取締役

社長筑紫みずえ氏による講演「安全ファンド

で安心社会」では、安全の仕組みを作る企業

に投資するとの安全ファンドが提案されたが、

市場が安全な企業を評価するという新しい枠

組みは、社会変革の可能性を期待させるもの

であった。社内で安全を議論しやすくなる効

果もあるなど、多くのメリットが強調された。

４番目の日本経済新聞社のコラムニスト西

岡幸一氏による「安全配慮型企業経営の将来

展望」では、メディアならではの視点から、

多くの安全問題が紹介され、成長戦略とリス

ク管理、社会的信用の獲得の重要性、2007年

問題では流動性雇用が問題になり、自己責任

を問うための情報流通が必要であることなど

が説かれた。

これら講演の後、３名のパネリストが加わ

り、７名でのパネル討論「製品安全の向上に

どのようなインセンテイブを与えるか」に移

った。

討論に先立ち、（社）日本消費生活アドバイ

ザー・コンサルタント協会常任理事の青山理

恵子氏は、具体的な洗濯機での事故例や事故

統計を示し、消費者の立場に立つ製品設計へ

筑紫みずえ氏 吉山理恵子氏
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韓国工学アカデミー（ＮＡＥl<）創立１０周年記念式典

及び第９回東アジアエ学アカデミー円卓会議（ＥＡＲＴＭ）
，、１１１１■Ｄｄｌｐ－１１－ＤＪ陣ト

カーによるKeynoteSPeechがあった。最初は

IntelのＣｒａｉｇＲ,Barrelt会長によって“２０世紀の

技術進歩、経済発展はコンピューターとコミ

ュニケーションによるところが大きい。これ

らを可能にしたマイクロプロセッサーは今後

ともさらに高度な成長を遂げることは間違い

ない。要するにディジタルとの接点をさらに

高めることに尽きる'，といったスピーチがあ

った。続いて吉川産総研理事長によって、「持

続可能な技術とは」というテーマでのスピー

チがあった。その骨子は、“新しい技術の進歩

発展は、夢を凡て、それからしばらくは悪夢

を見る時代を経てから現実の物として実るの

が一般的である。その悪夢期間をいかに有効

に研究続行期間とするかが重要である。その

ために教育システムの兇直し、充実が必要で

ある'，という内容だった。

午後に入って、フィンランド、中国、日本、

スウェーデン、韓国の５名のスピーカーによ

って今後１０年の展望が述べられた。共通的な

問題意識は、エネルギー、水、食料の確保に

対する点、これらに対応する研究開発におけ

る分野をまたがった協力、EA-RTMの連携強化

がますます重要となるということだった。特

NAEK創立１０周年記念式典
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専務理事隈部英一／E"cﾉｗＫＵＭ４ＢＥ

標記式典は、ソウルの新羅ホテルで１０月３１日、

約300名の参加のもと開催された。日本からは、

西灘潤一会長、鈴木浩国際委員、隈部英一、外

部協力者として太陽光発電技術研究組合の内橋

健二氏、そして産業技術総合研究所理事長とし

て吉川弘之氏（会員）の計６名が参加した。

式典は大きく分けて２部構成となっており、

午前中は式典、午後はTechnologyOriented

Society（EngineeringAcademies1Perspectives）

のテーマのもと、各国アカデミーが今後１０年

の科学技術動向についての展望を披露した。

午前の式典はＮＡＥＫのJongYongYLm会長の

開会の辞に続き、MinistryofScienceand

TechnologyのMyungOh副大臣、Ministl･yof

Commerce,IndustryandEnergyのＨｅｅＢｅｏｎＬｅｅ大

臣、Ministryｏｆ]mfbrmationandCommunicationの

DaeJeChin大臣からの祝辞があった。いずれも、

韓国の技術の発展におけるＮＡＥＫの果たした役

割の大きさと、今後に対する期待の大きさを述

べられた。またこの３名のスピーカーはいずれ

もＮＡＥＫの会員であった。続いて２名のスピー

国際委員鈴木浩／HﾉRosHIsUzU幻

に西裸会長は具体的に予想され

る技術開発を挙げられ、その実

現のために、国際協力、文化に

根付いた科参学技術と社会との融

合、ＥＡ－ＲＴＭの役割の更なる増

大を力説された。

以上で１０周年記念行事は滞り

なく終了した。

は、新・再生可能エネルギーである。はじめ

に、韓国工学アカデミー（NAEＫ）のJongYong

Yun会長と、韓国電力のJoonHoHan社長から挨

拶があった。前日の記念式典で挨拶を行った

通産省、科･学技術省、情報省の各大臣を含め

韓国電力社長もＮＡＥＫの会員である。

（
世

JongYorIgYunNAE|<会長西津潤一会長と韓国窯業技術院金墓衡氏
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フォーラム「新・再生可能エネルギー」

紅葉の始まったソウル。毎回フォーラムが

行なわれる新羅ホテル内の、歴史的建物であ

る迎賓館で１１月１日に開催された今年のテーマ



？

ら は、太陽光発電技術研究組合の内橋健二氏

が太陽光発電の現状を話した。ここでも、お

国柄が良く出ている。

セッション３は、将来の新エネルギーで、

座長は、国立情報学研究所の上野晴樹教授(国

際委貝)が行なった。中国からは、電力研究院

JianchaoZheng名誉所長が報告し、靴国からは、

原子力から水素を作るプロジェクトが紹介さ

れた。Ｈ本はＧＥの鈴木浩から将来のエネルギ

ーシステムとして、ホロニックパスを提唱し、

マイクログリッドなどの開発が必要であると

の説明を行なった。

岐後の質疑では、ホロニックパスに対する

質問、バイオマスに関してフインランドエ学

アカデミー前会長JaakkolhamuotiIa氏からの状

況報告、新エネルギーはいつになったら経済

的に独立できるか、などの活発な議論があっ

た。韓国のＢｏＨｙｕｎＣｈｏ教授（NAEKForeign

Secretary）が簡単なまとめを行なって幕を閉じ

た。参加者は約50名であった。
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１１月１日午後に開催された本年度のＲＴＭで

は、去る８月に設立されたばかりのＡＡＢＴ

(ASEANAcademyofEngineeringandTechnoiogy）

から求められているEA-RTMへの参加希望をど

う取り扱うかということが重要課題であり、事

前に、日中韓アカデミー代表によるランチョン

ミーティングが開かれた。ＥＡＪからは、ＣＡＥＴＳ

の方針である一国一アカデミーという基本理念

に基づくＥＡ－ＲＴＭのBylawsを尊重するという意

見が前もって伝えられていたが、発展途上にあ

るＡＳＥＡＮの希望を受け入れたいという雰囲気

もあり、特にＣＡＥ（中国）が態度を明らかにし
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ていなかったこともあり、対応が苦慮されてい

た。ミーティングにおいて、CAEがBylawsを尊

重するという意見を表明したことにより、３ア

カデミーの意見が一致し、当而はＡＡＥＴの状況

を見守りつつ、オブザーバーとして招待するこ

ととなった。ＡAETからは、この他にも第１回

|:'良||際エネルギー会議へのCo-organizerの依頼が

来ていたが、資金援助を伴わない“Supported‐

by”なら受け入れられるということで一致した。

RTMには、ＡAETからLee会長を含む６名がオ

ブザーバーとして参加し、正会員として参加し

たいという独い希繋が述べられたが、３アカデ

ミーの意見が伝えられ、了承された。

ＲＴＭでは、各アカデミーの活動報告に続い

てＴＦテーマである新エネルギー（ＮＲＥ）の枝

ｈＰｄ

セッション１は、新エネルギー研究開発政

策である。当初の提案では、エネルギー政策

となっていたのを日本側から、政治に絡む話

をしないために、新エネルギーのＲ＆Ｄ政策に

変更してもらった。韓国からは通産省のJun且

SikKoh次官が、新エネルギー政策を話した。

日本からは、ＮＥＤＯの田中愁佳夫氏が、わが国

の新エネルギー開発政策を紹介した。中国か

らは、エネルギー研究所のYanqinSong副所長

からの報告であった。面白いのは、各国のエ

ネルギー換算単位の相違で、中国は、石炭換

算、韓国は石油トン換算、わが国は、石油リ

ットルか電力量換算を用いており、現在のエ

ネルギーの中心が何であるかを示している。

セッション２は、新エネルギーの開発状況

の紹介であった。中国からは、バイオマスと

していろいろな種類の植物が示された。韓国

からは、新エネルギー一般について報告があ

り、新エネルギーの会社が５つ出来たが、そ

のうち４つは早くもつぶれたという。日本か

国際委員上野晴樹／HARU灯UEﾉVＯ

第９回EA-RTM報告
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田中愁佳夫氏 内橋健二氏 鈴木浩会員 上野晴樹会員
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術開発協力の可能性についての意見交換に続

いて、昨年調印された「アジア技術倫理宣言」

のフォローアップに関する意見交換が'二野の

司会により行われた。この中で、ＣＡＥからは

"ＣＡＥの視点”による技術倫理の説明があり、

この種の意見表明が初めてであったこともあ

り、印象深いものであった。特に、中国では

これまでの政治主導から国民重視(peoplefirst）

へシフトしており、その中でエンジニアの位

置づけをし、技術倫理が重要であるとして推

進されていることが紹介され、更に、指導的

立場にあるＣＡＥ会員に対する科学倫理の強化が

科学倫理委員会によって推進されていること

や、CAE会長がメンバーに求めている５頂'二|の

規範が紹介された。ＣＡＥ会員が国家の重要な意

思決篭への助言を行っていることや、さまざ

まな組織の評価や指導等に関わっていること

もあり、高い倫理観が求められていることが

うかがわれた。EAJには倫理綱領が不要である

という意見が尊重されているが、ＥＡＪ会員にふ

さわしい倫理綱領の制定についても検討して

よいのではないかと考えさせられた。

ＡＡＥＴの参加希望等を契機に、ＢＡ－ＲＴＭの役

割が重要になっているとともに、東アジアの

連携の重嬰さを認識した円卓会議であった。

２００５年スウェーデン王立科学工学アカデミー（1ＶＡ）

鯵 第ＢＳ回年次総会（ストックホルム）に出席して

スウェーデン王立科学工学アカデミー（ＩＶＡ）

の創立は１９１８年といわれる。ストックホルム

で誕生し、今年は創立87年の歴史と伝統のあ

る工学アカデミーである。本館図書室に、ア

イザック・ニュートンの論文原本など、科学

技術の貴重な文献が保存されている。

今年も、2005年１０月２７，２８日に同総会が、

秋も深まるストックホルムのコンサート．ホー

ルで、スウェーデン国王の参列のもとに開催

された。そのあと、恒例により国王主催の正

装による公式晩餐会がストックホルム･シテ

イホールで開催され、科学技術関係の政府高

官や各国大使らが出席された。

総会では、ＩＶＡ会長リナ・トレル博士（物理

学教授）の司会のもとに、前会長、円．Ｇ，フオ

ルスバーク博士の特別講演や、数名の著名人

の国際貢献への表彰など、多彩な行事がおこ

なわれた。フォルスバーク博士は、『１９世紀の

偉大なアントレプレナー、ヨハン・ムンクテル』

(1805-1887年）と題して、スウェーデンの製

鉄産業と加工技術の草分けとして、当時の新

技術開発に貢献したムンクテルについて講演

をおこなった。彼はムンクテルエ学研究所を

創設し、１８３６年にはエスクルステナの河沿い

国際委員依田直

■■画唾睡画画■Ｚ８

也／ﾉvAoxAYo』DＡ

の町に、｜皇|らエスクルステナ製鉄工場を建設

した。また、1861年に蒸気機関車の開発を進

め、企業化に貢献した。これらの輸送機器を

スウェーデン農業にも応用し、スウェーデン

農｜:業の発展にも大いに寄与した。

このように、アルフレッド・ノーベル以来、

スウェーデンの技術史の重みとして、市民社

会のなかにサイエンスとテクノロジー（理論

と応用）に関する社会評価が厳正、公正に培

われているという点がとくに印象的であった。

また、前日、スウェーデン王立科学工学アカ

デミー（ＩＶＡ）国際会議場では、「研究開発の

グローバリゼーション」シンポジウムが開催

され、わが'玉|からも今年、外国人会員２名が

招かれて出席した。

同シンポジウムの主題は、「ＥＵとアジアにお

ける研究開発共同研究のグローバル化への対

応」というテーマであった。エリクソン社エ

リクソンＲ＆Ｄ上級副社長はじめ、７名の招待

講演がおこなわれ、活発な論議がおこなわれ

た。なかでも、スウェーデン教育・研究・文

化大l-I.［カバロツキー氏の産業教育政策の講演

内容を興味深くうかがった。また、中国への

共同研究投資について、ＥＵとともに関心が強
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関西地区講演会「元気の出る宇宙開発」

<、今後、日本工学アカデミーの運営方針と

しても、先進国の一員として東アジア（中国）

へのグローバルな社会的役割の責任の重さを

痛感した。

なお、元駐日大使、（社）スウェーデンＨ本

基金ヴァルクイスト会長主催の理事会に招か

れ、当日、「イノベーションとＲ＆Ｄのベンチャ

ービジネスへの貢献」について（社）日瑞基

金専務理事として講演し、好評裡に終えるこ

とができた。

Ｗ■

捌脚
＆？'

心

，患穆
･Ｉリル，，

ロ●

関西地区担当理事土岐

’綱雛

』
F零W1１ p＝＊

第８６回年次総会（ストックホルム）の風景

（美しい混声合唱も披露された）

鯵
平成17年９月８Ｈ（木）の午後、京都大学百

周年時計台記念館において、関西地区の講演

会が開かれた。出席者は25名余であり、講演

者は京都大学生存圏研究所長（現：京都大学

理事、副学長）松本紘教授であった。

演題は「元気の出る宇宙開発」であったが、

宇宙船地球"号上での人'-1やエネルギー消費が

爆発的に拡大する中、食料や石油の供給は限

定的であり、現在のトレンドが続く限りは、

遠くない将来において人類のたどる途は破滅

以外にはないという衝撃的な話から始まった。

つまり、２１惟紀は人類の存続そのものが脅か

される百年であるということが基本の認識で

ある。

こうした状況、すなわち地球の有限性を脱

却し、持続可能な人類の発展のためには、早

急に宇宙間の利用技術を確立しなければなら

ないという啓発の言葉が続いた。その際、宇

宙開発といっても当面1.000年間は太陽系の開

拓に主眼が置かれるべきであり、領土小国・

平和国家を目指す口本こそがそのリーダーで

うした状況を打破するためにも、月面基地の

建設や宇宙太陽発電によるエネルギー供給の

可能性と重要性が指摘された。このうち、宇

宙での太陽発電は松本教授が長年にわたって

取り組んでこられたテーマであり、その可能

性など広範囲に亘る要因について詳細な資料

に基づいて説明された。そして、この技術は、

エネルギー小|玉|である日本は国家戦略として

取り組むべき課題である事を熱っぽく語られ

た。

宇宙での発電による電力のマイクロ波送電

技術に関して、基本から始まって特徴や利点、

松本教授らのグループによる実験の成果、今

後の課題など広い観点からの詳細な解説が行

われ、聴衆は大いに啓発された。そして、こ

のテーマについて今後も多くの人々が聞く機

会のある事を望み<近未来における実用化を

願いつつ閉会した。

講演会の後、松本教授を囲んでの懇親会が

開かれ、講演後の討論に引き続いての活発な

議論が行われた。

■＝画匡３画■面１１

三／KEjvzoToKノ

へ
』

J三M三

附置判

へ
，

前列右から８人目が講師の松本紘氏

なければならないと

いうものであった。

にもかかわらず、

わが国では宇宙開発

や宇宙科学に対して

の理解が進んでおら

ず、他の国々に遅れ

を取っているとの危

(幾感が披瀧され、こ
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安全性は全てに優先するか

鯵 紙上フォーラム
－１１００１－，１，口ｉＬｂ■０１ェＩ君１画

会員諸氏からの活発な投稿を歓迎いたします。

原稿は1,200字以内で、郵便、ＦＡＸ、電子メール

にて事務局宛にご投稿ください。締切は偶数月末

'１です。

広報委員会では、新たな試みとして、社会的話

題で工学に関連深い問題を積極的に取り上げ、こ

れを「紙上フォーラム」の形で、アカデミー内部

に投げかけ、会貝の個人的意見や主張を掲載する

ことにしました。

ｌｌＩｊＩｌ．~'１Ｍ画Ｉ四回Ｉ

昭和43年に竣工したＨ本初の超高層建築で

ある霞ヶ関ビルの建設に当たっては、何しろ

初めてのことではあり、各分野の有識者も多

数動員されてアドヴァイザリーグループが組．

職され、設計等を支援した。その中で防災の

専門家が、各階の四周に火災時の万一の避難

のためのバルコニーを巡らすことを提案した

が、設計担当の側では「それはできない。３６

階分バルコニーを設けたら膨大な費用が必要

だ。建築が建築として成り立たなくなる｡」と

応えたことを憶えている。結局、四周バルコ

ニーの案は、ビル各階の妻部に設けられた小

さな一時避難用バルコニーに代わったが、そ

の後今Ｈまで、火災が起きてこのバルコニー

が有効だったかどうかということが検証され

たという話は聞いていない。

都市、建築物、鉄道、飛行機等の公共的性

格の施設やシステムにおいても大きな災害や

事故が後を絶たない。被害者の痛みや怒りが

渦巻く中で、メディアが、安全計画の不足や

安全システムが崩壊したメカニズムなどをセ

ンセーショナルに報じて、“利潤追求の姿勢が

安全計画に優先した'，というような論調で当

局の責任を追及し、改善を要求したりする。

｢失敗に学ぶ」のは大変重要であるが、一方で

｢何が何でも安全優先」という言葉が一人歩き

するようになると、工学の世界で、新しい技

術や必要なシステムを開発することが大変難

しくなってくる。

例えば、公共の交通機関には、大量輸送、

車内の居住性、スピード、時間の正確さ等備

えるべき要件が沢山ある。安全性を重視する

I3AJNEWSNo､1072005.127

三村由夫／Yひsf"oﾙz"MrURA

((社）建築研究振興協会建築住宅研究所長）

『

のはよいが、代わりにこれらのレベルが低く

抑えられたり、運賃が高くなったりすれば、

それはそれで大方の反発を招き、抗議が殺到

するかもしれない。ではどのくらいの安全性

が望まれるのか。元々、安全性に完全という

言葉はないが、実際のレベルは、他の必要な

機能あるいは採算などとの微妙なバランスの

上に立ち、その時代の社会が暗黙のうちに許

容する枠内で成り立つわけである。そして、

技術的レベルのやや足らざるところは、人間

の対応で補い、結果的に100％の安全に限りな

く近づけるよう努力する。

しかし、そういう安全計画の設定に当たっ

ては、ともすると当事者や専門家のエキスパ

ートジャジメントなどによって「仕様的」に

決められてしまい、社会はその安全性を理解

する情報も評ｲlIiするチャンスも与えられない

ことが少なくない。たまたま、大きな事故が

起こったとき、このバランスが大きく崩れて

いたり、安全性の絶対レベルが不当に低かっ

たりしたことが鱒呈することになる。

戦後、燃えやすい建材が内装に使われるよ

うになり、煙による事故が急増してから建築

基準法に排煙設備の規定が設けられた。安全

はしばしば「後追い」だといわれる。もの力盲

あってこその性能だからそれも仕方ない面も

あるかもしれないが、各分野においても、安

全性についてはできるだけその内容等を社会

に説明し、場合によってはその評価を受ける

ことも可能なよう、技術と体制の整備に一層

努力していくことが望まれる。

一
《
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のは、事故再発防止のための専門調査機関に

よる調査と警察の捜査との関係である。警察

の捜査は、責任追及のための刑事罰を科すた

めに行われるものであり、どの分野でも人的

被害が発生した場合は必ず行われるが、専門

調査機関の方は分野によってまちまちである。

日本学術会議では、事故調査のあり方につい

て検討･し、本年6)lには提言を公表した。その

趣旨は、事故調査に関する独立した調査機関

の設置、調査機関への権限の付与といった点

である。ただ、般終的には警察の捜査との協

力関係が必要であろう。

専門の訓査機関よる調査が優先され、警察

による捜査は不要であるとの意見もあるが、

私の意見としては、社会が責任追及を望む限

り警察の捜査は必要であり、それぞれの立場

を相互に理解しつつ、それぞれの特性を活か

して調査・捜査を行うのが最も重要であると

考えている。”Togetherwithcompetition”この精

神が何事にも必要である。ただし、警察（司

法）による捜査も、広い意味での再発防止の

ために行っているのだから、今後、情報の公

開について考えるべきだし、業務上過失罪に

よって直接の行為者を処罰するのではなく、

企業に対して法人としての事故防止策の是非

を問うような法整備も必要ではないかという

気がする。

また、最近、重要だと感じ始めたのは、技

術者としての倫埋感である。事故を起こした

組織の技術者が最も事故原因に関係する知識

を持っている。彼らの協力無くしては、いか

なる訓査機関を作っても原因究明は容易では

ない。ここで必要とされるのは、企業や組織

を超えた技術者としての倫理であると思う。

企業のコンブライアンスも重要であるが、技

術者倫理を確立することも考えていかなけれ

ばならない。

松本陽／AKIRAMA応Unfom

((独）交通安全環境研究所交通システム研究領域長）

本年４月に発生したＪＲ西日本福知山線の

脱線転覆事故は、107名もの死者を出し、大き

な衝撃を世間に与えた。その事故原因は、現

在、航空・鉄道事故調査委員会で調査中であ

るが、制|限速度７０ｋｍ/ｈを大幅に超過する

llOkm/h以上の速度でカーブに進入したことが

直接的原因であることは、ほぼ間違いない。

この速度の推定は、事故列車の先頭車両床下

に設備されていたATS装置内の保守データ記録

用のメモリの内容が奇跡的に取り出せたこと

によるものである。大I偏な速度超過が明らか

になったため、車両の横転・転覆に到る必然

性は導き出しやすくなったが、反面、なぜそ

のような速度で走行したかという疑問は大き

くなった。運転士が死亡している今回の事故

では、この点の解明は相当困難と言わざるを

得ない。

鉄道の安全性は、これまでに起きた重大事

故を教訓に改善されてきた。ATSなどの信号装

置の改良、車両や軌道の安全性の向上などは、

残念ながら大事故のあと再発防止としてなさ

れたものが多い。これは、鉄道事故に限った

話ではなく、一般的に、事故発生の度に、再

発防止を目的としてシステムの安全度は向上

していく。このため、事故の発生状況を正確

に把握し、発生原因を特定することは、再発

防止のために非常に重要なことである。

ひとくちに事故と言っても．世の中にいろい

ろな事故が存在する。航空機、鉄道、自動車、

海難、プラントのような大規模事故から、労

働災害、医療半故、食品事故、薬害といった

もの、さらには自然災害なども存在する。そ

れでは、これらの事故調査がうまくいってい

るかというと、そうでもない。専門の調査機

関が設立されている分野は少ないし、専門の

機関があったとしても、その問題点がしばし

ば指摘される分野も多い。

事故調査のあり方で、しばしば問題となる

事故の再発防止と原因調査のあり方

"画、
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池島俊雄会員

元大阪チタニウム製造㈱

社長・会長

2005年９月７日逝去享年9０

池島俊雄会員の計報に接し、・世の無常さと

同志の先輩を失った悲しみに衝撃をうけてお

ります。池烏さんは、日本工学アカデミー発

足と同時に会員になられ90才でご逝去される

まで、１８年間会員であられました。第一期Ｈ

本学術会議の会員を務められ、「科学技術と経

済の会」の技術経営会議では、草分け期から

ご夫人とともにご熱心な参加者であられまし

た。いわば今日の日本工学アカデミーと志を

ともにす'る、我が国の産官学連携の真のパイ

凸子五弓師両

林 厳雄会員

元日本電気中央研究所

フェロー

2005年９月26日逝去享年8３

本アカデミー会員で元日本電気中央研究所

フェロー、元通産省光技術共同研究所首席特

別研究員の林厳雄氏は去る９月２６日、白血_病に

よる急性肺炎のため83年の一生を閉じられま

した。末永く指導して欲しい人だっただけに

残念でなりません。

林さんは、昭和２１年に東大理学部物理学科

を卒業された後、同大原子核研究所に勤務さ

れ、同研究所助教授の時、昭和37年にＭＩＴに

留学、引き続き昭和39年より７年間ベル研究所

で半導体レーザの研究に従事され、室温連続

北海道。東北地区作業部会講演会報告

（副会長・作業部会主査神山新一）

９月１３日（火）１５時より北海道大学情報科学

研究科11F会議室において開催された。参加者

は21名（アカデミー会員５名）であった。

神山より、会長代理の挨拶があり、続いて、

|鱗耀鰯鰯鱗灘鰯|鱗鱗聯I＃

オニア的索鎮であられた訳です。

池烏会員は、昭和１３年東京大学物理学科卒

業後、住友金属工業（株）に入社され、爾来

昭和57年同社副社長まで長年同社に尽くされ

ました。その後数年間、大阪チタニウム製造

株式会社（現、'住友チタニウム（株)）の社長、

会長を務められました。この間にＨ本金属学

会副会長、Ｉ|本鉄鋼協会剛会長なども務めら

れました。昭和52年藍綬褒章、昭和63年勲三

等旭日中綬章を受章しておられます。正に日

本を代表する技術者であられた訳であります。

池烏先輩のこれまでのご指導に深謝すると共

に、ここに謹んで哀悼の意を表し、心からご

冥福をお祈り申しあげます。

（副会長中原恒雄）

発振を実現する偉大な業績を上げられました。

昭和46年に帰国されて日本電気中央研究所に

入所され、半導体レーザの物性的研究、特に

信頼性と寿命の向上に不可欠な結晶界面の解

明に貢献されました。光技術振興のために設

立された通産省大狐ナショナル・プロジェク

トでも主導的な役割を果たされました。

平成１３年には、半導体レーザの室温連続動

作達成による光エレクトロニクスへの先駆的

貢献により、京都賞を先端技術部門で受賞さ

れました◎

林さんは、お公家さんを思わせるような風

格で、物静かで心優しい人でした。ご冥福を

お祈りします。

（会員植之原道行）

アカデミーの現況報告と、作業部会の活動状

況の説明があった。

ついで、本間利久氏(北海道大学大学院情報

科学研究科長)に北海道大学情報科学研究科で

取組んでいる産学連携による人材育成につい

ての講瀕をして頂いた。これは平成17年度文

部科学省委託事業である｢実システム開発指向
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オーク

ミモザ

(ManagementofScience＆Technology）の授業

内容、医工連携事業（TohokuUniversity

BiomedicalEngineeringResearchOrganization；

TUBERO）についての紹介を頂いた。

最後に、これらの講演に対する質疑応答、

情報交換を行い、また、神山から作業部会と

しての今後の活動予定について協力依頼をし

た。

講演会終了後、１７時半より北大フアカルテ

イハウス（レストランエルム）に会場を移し、

懇親会を開催し、参加者から産学連携に関し

ての考えをお聞きしながら、和やかな雰囲気

の中、情報交換を行い、２０時閉会となった。

戸、
』

＊ ＊＊

顕彰・叙勲

2005年度文化勲章及び文化功労者、秋の叙

勲・褒章受章者が発表されました。その栄に

浴された会員に、心よりお祝い申し上げます。

文化功労者の鈴木昭憲会員及び田中郁三会

員のご業績については、次号に掲載を予定し

ております。

『可マ而下可晒ＦＪ率rhm”下ママ７Ｆ宅混wTK】泥百▼同Ｐで南Ｆ記宅配顎宅専戸扉守唾丁寅幸司君宅守宅葎一丁五一アZ丁茜冒雨で-画可用１５r▼Ｘ~やr・而一雨戸▼一面ー手▼X~毒マー弓帝百丁”W蒔吾甲再宅方で詞守宇記

Ｆｑ一Ｆ占牙

へ
１

賀詞交歓会

2006年１月13日（金）

虎ノ門パストラル新館５Ｆ

（理事会）１０：００～１２：００

（懇親会）１２：００～１４：００

高度人材育成プログラム｣の概要を示したもの

で、３カ月～12カ月間、企業内の開発・研究の

現場の一員としてのインターンシップ制度

(１０単位の単位認定）の実施やその派遣事前教

育として他地区の教員や企業の研究者を加え

ての遠隔授業の実施などを取り込んだプログ

ラムで、本年10月から実施されるとの事であ

る。そのほか北海道地区での産学連携事業の

特殊性についての説明があった。

３人目の講師として、東北大学名誉教授中

塚勝人氏（理事)に、東北大学における産学連

携と工学教育の現状についての講演をして頂

いた。特に、海外でのリエゾンオフイス（１１

カ所）を活用した国際連携事業、大学院ＭOST

事務局年末年始休業

12月29日(木)から１月３日（火）

の年末年始休業といたします。

<お願い申し上げます。

まで、事務局

どうぞよるし
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